
平 成 ２ ８ 年 １ ０ 月 ６ 日 ( 木 )
四国地方整備局 那賀川河川事務所
徳 島 県

那賀川の土砂問題を考えるため学識者・専門家による

流域の現地見学を行います

～「総合土砂管理」の本格的な検討に先立ち

各管理者から学識者・専門家への現地説明を実施～

【問い合わせ先】

那賀川総合土砂管理検討協議会 事務局

国土交通省 四国地方整備局 電話：0884-22-6461

◎ 那賀川河川事務所 副所長 福島 奨 （内線 204）
ふくしま すすむ

徳島県 県土整備部 河川整備課 電話：088-621-2636

水資源・流域振興室 室長補佐 相田 晴美
あい だ はる み

◎ 主たる問合せ先

平成 28 年 8 月 23 日に開催した「第 2 回 那賀川総合土砂管理検討
協議会（以下：協議会）において、学識者・専門家からなる「那賀川総
合土砂管理技術検討会（以下：技術検討会）」の設置が決定されました。

今後、協議会においては、時間的・空間的な広がりをもった土砂移動
の場（流砂系・漂砂系）における総合土砂管理計画の策定に向けて、土
砂生産域から海岸域に至る技術的見知からの土砂管理シナリオについて、
技術検討会から助言を頂きながら検討を進める予定です。

つきましては、本格的な検討に先立ち、各管理者から学識者・専門家
に対して、土砂動態の現状と対策に関する現地説明を下記のとおり実
施しますのでお知らせします。

記

◇ 実施日時：平成２８年１０月１１日（火）８：３０～１７：３０

◇ 実施場所：那賀川流域（土砂生産域～海岸域）

詳細は別紙を参照



別 添

■「那賀川総合土砂管理技術検討会」の場において、ご助言を頂く予定の学識者・

専門家は次のとおりです。

氏 名 専門分野 役 職 出席

大田 直友 海洋生態学 阿南工業高等専門学校

生態系保全 創造技術工学科（自然環境担当） 准教授 ◎

長田 健吾 水工水理学 阿南工業高等専門学校

河川工学 創造技術工学科建設コース 准教授 ◎

河口 洋一 河川生態学 徳島大学大学院

学識者 自然再生 理工学研究部 准教授

松田 春菜 生物学 四国大学

（陸産貝類） 全学共通教育センター 講師

武藤 裕則 洪水防御 徳島大学大学院

（河川工学・ 理工学研究部 教授 ◎

水工学・水理学）

湯城 豊勝 洪水防御 阿南工業高等専門学校

（河川工学・ 名誉教授 ◎

水理学）

加藤 史訓 海岸工学 国土技術政策総合研究所

河川研究部 海岸研究室 室長

萱場 祐一 水環境・ 国立研究開発法人 土木研究所

生態関係 水環境研究グループ 河川生態チーム

上席研究員

専門家 自然共生研究センター長

櫻井 寿之 水理・構造関係 国立研究開発法人 土木研究所

水工研究グループ 水理チーム 主任研究員

佐藤 隆宏 水工学、水理学、 一般財団法人 電力中央研究所

土砂水理学 地球工学研究所 流体科学領域 上席研究員 ◎

諏訪 義雄 河川工学 国土交通省 国土技術政策総合研究所

河川研究部 河川研究室 室長

五十音順 敬称略

■今回出席頂く学識者・専門家は上記の５名を予定しております。

■これからも順次、現地見学会を開催し各管理者から学識者・専門家へ現地説明を行う

予定ですので、日時等が決まりましたらご連絡いたします。



那賀川流域現地見学会　行程

時　間 場　所　（上段：見学箇所　　下段：現場の位置）　

助地区

那賀郡那賀町木頭助字日浦地先（助大橋）

追立ダム上流

那賀郡那賀町掛盤字下加州地先（木沢トンネル東側（苻殿トンネル南））

長安口ダム

那賀郡那賀町長安向イ２２－１（長安口ダム管理所）

小計置土箇所

那賀郡那賀町小計地先（小浜大橋下流）

小計橋

那賀郡那賀町水崎字水崎原地先（桜谷小学校の横）

川口ダム

那賀郡那賀町吉野字イヤ谷７２－１（川口ダム管理所）

和食地区

那賀郡那賀町和食郷字田野地先（道の駅 鷲の里）

深瀬地区

阿南市深瀬町岡崎地先（中央橋の横）

今津・坂野海岸

阿南市那賀川町江ノ島地先（阿南市と小松島市の境付近）

（上記予定時刻は、現地の状況によって変わる可能性があります。）

8:30 那賀川河川事務所（出発）

10:10

16:00

17:00

17:30 那賀川河川事務所（到着）

12:40

13:10

13:30

13:50

14:30

15:10

別 紙



那賀川流域現地見学会　位置図

那賀川河川事務所

②追立ダム上流

③長安口ダム

④小計置土箇所 ⑥川口ダム

大美谷ダム

⑤小計橋

平成28年10月11日

明神ダム

赤松ダム

①助地区

⑦和食地区

⑧深瀬地区

⑨今津・坂野海岸

この地図は、測量法第29条に基づく複製承認を得て、国土地理院発行の5万分の1地形図を複製したもの（平25四複、第29号）を一部転載したものである。




